エクセル ヲ モチイタ パート ケイサン 2 by 石田 徳孝 & Noritaka Ishida
松 山 大 学 論 集
第 ２１ 巻 第 ５ 号 抜 刷
２０１０ 年 ３ 月 発 行
EXCEL を用いた PERT計算（）
石 田 徳 孝
EXCEL を用いた PERT計算（）
石 田 徳 孝
は じ め に
筆者は，ここ数年来，担当科目『経営科学』の教材の中からその主なものい
くつかを取り上げ，今や学生たちにとっても便利に使い熟している表計算ソフ
ト EXCELを使って，それら OR手法を表現し，解を導出する方法を開発した
り，また時にはそれを通じて解の検証など試みている。学生たちにとって，理
論のみならず，実際に解を導出することを通じて，理解が一層深まり，ひいて
は『経営科学』に一層の興味と関心を持てればと期待するからである。
さて，本稿は，標題のテーマのパート（）となる。パート（）から実に
これまた数年が経っている。早く次稿を公にしなければという焦りの日々の中
で，今日まで心ならずもうち過ぎてしまったのであるが，諸般の事情とは言
え，所詮筆者の怠慢の故である。
ともあれ，パート（）がようやくここに日の目を見ることができ，長年の
懸案もここでひとまず一段落，筆者としては喜びもひとしおというところであ
る。そもそも，パート（）は，PERTの諸計算を，EXCEL関数のみ使用で，
計算を遂行し，またそれのみならず，それら計算結果表をも EXCEL関数のみ
使用で表現するというものであった。特にここで後段の“計算結果表をも
EXCEL関数のみ使用で表現する”については，EXCEL関数の機能をフル活用，
少々のアイディアと時にはテクニックも駆使しての解決（ソリューション）に
なっているのではと些かの自負を抱いたものである。
しかし，“EXCEL関数のみ使用”では，自ずと限界もあることもまた事実で
ある。PERT手法は，それを最も PERT手法たらしめる特徴として，視覚化に
よるフローチャート描画にあると思われるが，“フローチャート描画”に関し
ては，“EXCEL関数のみ使用”では全く無力である。
本稿は，PERT手法のその特徴的たる“フローチャート描画”問題を解決す
ることにある。上で触れたように，“EXCEL関数のみ使用”では解決不能，と
なれば新たなツールが必要となる。それが EXCELに標準搭載されているプロ
グラム・ツール EXCEL VBAである。本稿は，このプログラム・ツール EXCEL
VBAを使って「PERTにおけるフローチャート描画」問題を考察・解決する
ものである。VBAを使ってのプログラムによれば，フローチャートはもとよ
りとして，PERT諸計算も当然ながら可能である。本稿は，この PERT諸計算
も対象範疇に含め，いわゆる PERT問題の総合的考察たらんとするものであ
る。その観点からは，本稿パート（）はパート（）の内容を包含する関係
にある。
本 EXCEL VBAによる PERTフローチャート描画，実は，パート（）と
ほぼ同じ時期に，プログラム的には既に開発は終了していた。フローチャート
描画に関して克服しなければならないいくつかの困難・課題がある訳である
が，それらすべて技術的には解決されていた。事実そのプログラムも俗にい
う，いわゆる既に“通っていた”。世に発表が遅れた理由はいくつかあるが，
その一つに，一つの解決を見た達成感のような一種の安堵感が漂って，心理的
に終了してしまった。世に問わなければ何も起こらない。それは“無”に等し
い。反省である。理由は実は，もう一つある。発表すべく改めてプログラムを
見直しした訳であるが，プログラム的にもっと上手い書き方，手直しした方が
良いと思われる箇所が随所に見つかった。納得しないものを世に出すことは出
来ぬ。改定作業，文章にたとえれば，いわば推敲が必要である。この推敲作業
に（途中，数ヶ月の空白期間があるものの）結局，１年余を費やした。結果，
初期作品から見れば，全面改訂の作業と相成った。今回の本作品（プログラム）
は，完璧とは言わぬまでも，一応私なりのベストは尽くしたつもりである。
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さて，本稿の構成であるが，１（章）として，まず，本プログラムの運用法
を概略説明する。少々簡略に過ぎるきらいもあろうが，多少の PERT学習の経
験者にとっては，必要最少限としてそれで事足りるであろうと思われる。次
に，２（章）において，本稿メインである本プログラム マクロ・コードを提
示する。
単にプログラムの意義・目的のみならず，そのプログラム・コードそのもの
により関心を持たれる方もおられよう。すなわち，プログラム自身のより詳し
い説明・解説である。何よりプログラム・コードそのものに語らしめるのが最
良の説明役たり得えようが，プログラムの流れ図（フローチャート）があれば
理解を早めその助けに役立とう。プログラムの流れ図（フローチャート）すな
わち，プログラム・ロジックについては，ここでは紙幅の制約もあり割愛し，
次稿パート（）として稿を改め論述する。
１ ソフト操作法
まず最初に，計算対象となる問題について，シートに，図表１に示すような
形式でデータを入力し作成する。図表に見るようにがりある結合点－後のフ
図表１
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ローチャート上では丸印で表されるもの－どうし（矢線の根元となる結合点を
i，矢線の矢先となる結合点を j，作業 ij）の作業所要時間を記入する。また，
併せそれら矢線の作業名も図表に示すように隣のエリアに記入しておく。なお，
本シートは，結合点どうしのがりと作業時間を示すいわば問題構造を表現す
る初期シートであることから，本シートを“構造行列”シートと呼称している。
開始にあたりまずは，マクロ“SUB 開始”を実行する。ショートカット・
キーとして，（Shift）＋（Ctrl）＋Aなどと予め割り当てておけば，手早く実行で
きてお勧めである。
すると，図表２のように２つの図形（ボタン）が表示される。そこで続けて，
まずは左側（グリーン）のボタンをクリックする。すると，今度は図表３のよ
うに“コース選択のフォーム”が表示されてくる。
この“コース選択のフォーム”により，これから行おうとする仕事の内容を
選択することになる。“構造行列に PERT計算表を表示”にチェックすれば，
この構造行列シートに PERT計算表のみ表示される。それが図表４である。“計
算結果表クリアはここをクリック”で今の計算結果表がクリアとなる訳である。
図表２
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また，“構造行列に PERT計算表を表示”にチェックを入れず，“フローチャ
ート描画する”にチェックを入れ，さらに，下位選択として，何れか（必ず何
れか）を選択する（チェックを入れる）。図表５は，“チャート描画上，計算過
程表示ナシ”を選択したものである。もし，ここで“チャート描画上，計算過
程表示アリ”を選択したとすれば，その計算表が表示される（図表４の計算表
と同じ表）。なお，これら選択では，構造行列シートには，計算結果表は表示
されない。もし，“構造行列に PERT計算表を表示”にチェックを入れてあれ
ば，併せ，構造行列シートにも計算表が表示される（図表４）。
なお，因みに，上２つの上位選択チェックボックスは，両方選択が可能な
“チェックボックス”として定義され，また下２つの下位選択は，二者択一で
あり，“オプションボタン”として定義されている。
ともあれ，ここでは例示として，“コース選択のフォーム”にて，“フロー
チャート描画する”および“チャート描画上，計算過程表示ナシ”を選択して，
その結果，図表５が得られる。図表に見るように，一見，結合点（丸印）と矢
線のみが追加描画されている。見た目にはそうであっても，実は，結合点どう
図表３
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し，実作業はもとよりダミー作業含めて，関係付けはもう既に済まされてい
る。ここまでの進展（次に説明の結合点の配置を含めてまで）を，特段の明示
はしてないが，いわば第１段と称しても良いところである。
この後，人手を介して，結合点を配置する。図形が重なり合わないよう注意
し，あるいは，全体の見た目のバランスにも配慮して，レイアウトする。たと
えば，それが図表６の下段に示したものとしよう。
レイアウトが済めば，図表６で，“第２段へ GO”ボタンをクリックする。
その結果，図表７が得られる。これが求める最終の結果であり，また同時に取
り急ぎの結果である。というのは。
本プログラムは，作業の所要時間の変更はもとより，レイアウトの再配置に
も対応している。その説明の前に，図表７で，それぞれの時刻描画部分単位で
グループ化がなされている。文字と矢線の重なりが気になれば，時刻描画部分
単位で移動・微調整でき，少々の問題は解消されよう。
さて，作業時間の変更については，最初の構造行列シートに戻り，変更箇所
に変更作業時間を入力して，図表７にて，“再計算する場合はここをクリック”
ボタンをクリックすれば良い。改定された計算が表示・描画される。
“流れ図を再配置する場合はここをクリック”ボタンについては，クリック
すればお分かりのように，元のレイアウトは残り，時刻表示描画部分のみが消
去される。ここで改めて，レイアウト再配置して“再計算する場合はここをク
図表５
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リック”ボタンをクリックすることになる。
“流れ図を再配置する場合はここをクリック”ボタンを経ずに，時刻表示描
画部分はそのまま道づれにして（実際は，取り残されるという方が正確だが），
レイアウト再配置し，“再計算する場合はここをクリック”ボタンをクリック
することも出来る。結果は同じである。“流れ図を再配置する場合はここをク
リック”ボタンについては，お好みに応じて，利活用すれば良い。
作業の所要時間の変更，および／または レイアウト再配置後，締めの手順
として，最後は“再計算する場合はここをクリック”ボタンをクリックする，
ことであり，これで PERT計算は完了になる。
２ VBAマクロ・コード
（なお，コード左列の連番は，筆者が説明の都合上，付したものである）
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本リスト１は，上図「表示選択」フォームに対する VBAマクロ・
コードである。
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